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起動

2 取り付け

翻訳 オリジナル取扱い説明書の和訳

推奨始動シーケンス:   I. 取り付け	       II. 接続	       III. 初期化	

取
り

付
け

  

*工場出荷時の設定

概要

安全に関する指示1

AIRフィールドの幅は、検出器のレンズの前にあるプラスチッ 
ク製のクリック式カバーを使用して設定できる。

カバーなしの検出器:
すべての光線がアクティブ

可能なフィールド幅の設定(取り付け高さ 2.2 m での寸法:

AIR フィールド幅の設定 (PrimeTec / PrimeScan)2.1

さらなる使用のために保管してください

フィールド幅: 
2.3 x 0.2 m
at 2.2 m

*

ドアの安全に関する国内および国際規制を遵守してください。訓練を受けた資格のある人のみが、検出器を取り付けて起動
することができる. 当ユニットは、製造業者のみが本体を開けたり修理したりすることができます。
このユニットは、安全な電気的分離を備えた安全超低電圧(SELV)システムのみで動作させることができる。
システムの個々のセクションに関係なく、アプリケーション全体の安全機能を常に考慮する必要がある。
インストーラはリスクアセスメントを実施し、検出器とドアシステムを正しく設置する責任がある。
電子部品には触れないでください。
ドア駆動装置とトランサムプロファイルは正しくアースされている必要がある。

PrimeTec A   
PrimeScan A 

JA
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A B C D E F G H

A, B, G, H カバー E, G, H カバー G, H カバー

PrimeTec

PrimeScan

1. カバーフードを取り外す						     3. ケーブルを敷設して接続する	
2. �AIR フィールドの幅を設定する（2.1章を参照)			   4. マウント検出器 

1. スライド

A, D カバー A, B, D カバー A, B カバー

2. プッシュ＆クリックk!

A, B, G, H カバー

A. B, G, H カバー

1.

2.
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検出器の取り付け2.2

1. ドリルテンプレートの位置決めド 	 		

2. リル穴、ドリルテンプレート削除

3. ケーブルとマウント検出器を設置する

自動的に制御されるスライドドアを開け て保護するための複合検出器AIR /レーダー

PrimeTec A

PrimeScan A
abc

a   b   c             d 

a   b   c             d 

a) IR-受信機	 c) 赤色 LED
b) IR-送信機	 d) 緑の LED

 フード
 LED ディスプレイ
 AIRライトウィンドウ
 ケーブルブッシング 
 フードなしの検出器

 取付穴
 検出器電子 
 レンズカバー
 LED1 AIR: 赤(左)
a ボタンモード(赤) 

b ボタンデータ(黒）
 LED2 Microw.: 緑色(リグ）
 AIR 調節装置
 マイクロ波モジュール
 LCD ディスプレイ

a b  





 






  



II

初期化

2

メカニカルファインチューニング

電気的接続
接

続
初

期
化

III
電源を入れる前に、通常のドアシステム環境の一部を構成していないすべてのオブジェクトをドア領域から除去してください。 
ドアエ リアに誰もいないことを確認してください。そうしないと正しいスタートアップができない。

3

5

4

交互点滅は、検出器の初期化（ティーチング）を示す（所要時間20~25秒）。
起動時に、ファームウェアバージョンFXXXが表示される。
検出器が電源に接続されると、次の30分以内にReglobeamを介して検出器を設定するこ
と ができる。初期化後、赤/緑のLEDは、検出が行われたときにのみ点灯する。 
ドアシ ステム はこの時点で作動するようになっている
それ以上の設定やキャリブレーションが必要な場合は、次のセクションの説明に従っ 
て操 作してください。

6 RegloBeam リモコンによる設定 (RegloBeam 2 の操作説明書を参照)
リモコン: リモコンの基本機能:

IR インターフェース 機能 �スター
トキー

�ファンク シ
ョン キー �数字 キー リモコンでの表 示 リモコンの機能 備考

接続の確立  なし なし  連続点灯 
 点滅

検出器への接続
検出器への接続なし

 が点滅している場合は,リ モ
コンをディテクタに近づけ て,デ
ィテクタに直接向ける か,バッテ
リを確認してくだ さい。 

アドレス選 
択による接 
続の確立

 なし  ��選択された数字 
キーの番号

アドレス =選択した
数字キーの 番号

 が点滅している場合は接続な  
し、  
 とすべての数 字が点灯する
と、設定モー ドは有効にならな
い

PrimeTec A ES / PrimeScan A *
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– +

– +
5-10 cm

Controller

レーダーインレーダー出力

電源装置

テスト

AIR 出力

Cable

1  白
2  茶色
3  緑色
4  黄色
5  グレー
6  ローズ
7  青
8  赤 赤

青
ローズ

グレー
黄色
緑色
茶色
白

テスト

AIR IN

  –  
RegloBeam
でアクセス
することは
でき ない

赤色 LED	 緑色 LED

*) 他のパラメータに切り替えることで値が保存される

* 他のバージョン (eg. PrimeTec A ES.SM.V) については、補足   	
資料を参照してください

– +

5.1

5.2 レーダーフィールド (PrimeTec)

AIR-フィールド (PrimeTec / PrimeScan)

– +

傾きの手動設定
5° ステップで 0° ... +90°

調整ネジの傾斜角度の設定:   

傾斜：連続的に調節可能 な
 -5° ...  +7°

ピボットの手動設定
5°ステップで -20° ... +20 °

–
+

+

–

ラウンドレーダーフィールド		  広いレーダーフィールド

最小 = 0.5 x 0.5m (WxD)  
最大 = 2.7 x 1.9m (WxD)

最小 = 1.1 x 0.6m (WxD) 
最大 = 4.7 x 1.7m (WxD)

0°
    + 1 … + 7°

  – 1 … – 5°

7 手作業による設定（オペレータボタン）
自動 設定モード 選択 選択 機能/パラメータ 選択肢に戻る自 動化に戻る

1 2 1 2 1 2 1 2 1 1 2 1 2

A: 自動モード
t: テストアク ティブ
 レーダー出
     力オン
 空気出力オン

両方のボタ ン
を同時に 押す

黒ボタン:
選択する

赤いボタン:  
パラメータを 
選択*
黒ボタン:  
パ ラメータの
値 を選択

両方のボタン 
を押してくだ 
さい

両方のボタン 
を押してくだ 
さい
両方のボタン を押し
てくだ さい.1分後に自
動モー ド（A）に自動
的 に切り替わる

オペレーターボタン
赤（モード）と
黒（データ) 

一般的な

LCD

レーダー  AIR

➝ テーブルパラメータ3を参照	 	 ➝ テーブルパラメータ3を参照

ボタン:レー ダ
ー,AIR,一般関数
の間 の変更
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EU 適合宣言10

WEEE11

FCC承認12

先絡連13

この記号の付いたデバイスは、廃棄する際、それぞれ種類別に処分する必要があります。
これは、電気および電子機器の、環境に適した廃棄処分、処理およびリサイクルに関する各国の法律に従って行わ
なければなりません。

当デバイスは、FCC規制のパート15及びIndustry Canada(カナダ産業省)のRSS-210規格の要件を満たしています。
警告:当デバイスを改造または変更すると、このデバイスを操作するFCCの承認が無効になることがあります。

BBC Bircher Smart Access, BBC Bircher AG, Wiesengasse 20, CH-8222 Beringen, www.bircher.com

Designed in Switzerland / Made in China

添付ファイルを参照してください
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赤色 LED 緑の LED 障害 対処法

ダーク 連続 点灯

ドアが閉じているときのレーダー 
のトリップ

1. レーダーの角度をドアからより遠くに設定する

2. レーダーフィールドのサイズを調整する

明らかな外的影響を伴わない レー
ダー誤トリップ

1. 検出器のすぐ近くに光源（蛍光灯など）を置かないでください
2. 検出器の近くで物体（例：植物、広告ポスターなど）を動かさないでください
3. レーダー検出器での強い振動を避けてください
4. 近傍の第2のレーダ検出器による影響（非常にありそうもない）

連続的ま
たは反復
的な点灯

ダーク

ドアが閉じているときのAIRトリップ 1. AIR検出器の角度をドアからさらに離す

外部からの影響なしの誤っ たトリ
ップ

1. 検出器のすぐ近くに光源（蛍光灯など）を置かないでください
2. 地面に水の水たまりを避ける
3. AIRディテクターでは強い振動を避けてください
4. 他の検出器からの重複するAIR場の影響。   
   新しいReglobeamア ドレス またはCANバスアドレスを設定する
5. AIRの感度を下げる（値を上げる）

ダーク ダーク ドアは開いたまま 1. AIR出口接点ロジックを他の値に切り替える

救済の誤動作8

技術データ9

誤った引っ掛かりを救済する8.1

検出器の誤動作を救済する8.2

赤色 LED 緑の LED       LCD 	                   障害 対処法

PrimeTec / PrimeScan 
技術 アクティブ赤外線(波長：880nm),レーダ二重フィールドモジュール ➝ PrimeTec (24.125 GHz)
IRスポットの数 36
IR スポットの寸法 3 cm x 3 cm (取り付け高さ2.2 mで)
反応時間 < 200 ms
取り付け高さ 1.8 – 4 m
IR スポットの角度設定 5° - 7° 連続可変
電力供給 ≤ 120 mA @ 11.5 – 32 VDC
消費電力 < 4 watts
電流を作る ≤ 240 mA
出口 (AIR /レーダー） フォトカプラ (50 VDC, 20 mA)
保護タイプ IP54 に従って使用するのに適している
リモートコントロール範囲 3 m
動作温度 - 20° ~ 60° C
寸法 PrimeTec: 260 x 60 x 48.5mm (LxWxD), PrimeScan: 216 x 60 x 47.5mm (LxWxD)
重量 PrimeTec: 250 g, PrimeScan: 180 g
ライフサイクル 20 年

点滅する  ダーク
1 1: セルフテスト (RAM/ROM)

2: ウォッチドッグ

1. デバイスを電源電圧から切断する
2. レンズをきれいにする 
3. デバイスを再起動する
4. デバイスがフォールトを再表示するか,または起動しない場合 ➝ 更新装置

 ダーク 点滅する
1 3: レーダー

4: レーダー出口障害 (SM)

1. デバイスを電源電圧から切断する
2. マイクロ波モジュールのプラグを確認する
3. デバイスを再起動する
4. デバイスがフォールトを再表示するか,または起動しない場合 ➝ 更新装置

点滅する  ダーク
2 5: AIR 障害

6: AIR 出口障害

1. デバイスを電源電圧から切断する
2. 光学部品カバーを傷つけないかチェックする
3. デバイスを再起動する
4. デバイスがフォールトを再表示するか,または起動しない場合 ➝ 更新装置


